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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、欧米で用いられている、きこえのチェックリストをもとに新たな日本版チェッ
クリストを作成し、小学校において聴覚処理障害児のスクリーニングを試みた。また、評価方
法として適応型 GDT の開発もおこなった。同時に、これまでの APD 研究を整理することにより、
現在、欧米で一般的になっている APD 研究の諸問題および発達障害との関係や医学・生理学的
根拠の重要性が明かとなり、今後、基礎的生理学的な研究を積み重ねることの重要性も示唆さ
れた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We developed a screening test for assessment of auditory processing disorders. This 
screening test was prepared after analyzing the tests being used in the Western 
countries. We developed an adaptive gap detection test and used it for evaluating 
children with auditory processing disorders. Further, we reviewed previous studies 
based on this topic. We suggest that basic physiological research on this topic is 
necessary. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 今日の特別支援教育おいては、学習障害
児（LD）、注意欠陥多動児（ADHD）、その他
学習面や行動面での適応に困難をもつ児と
して通常学級に在席する特別な配慮を要す
る児童に対し、よりきめの細かい配慮や指
導方法を検討していくことが重要課題であ
る。しかし現在のところこれらの子ども達
の特別な教育ニーズをどのように判断し、
どのように対応すべきかについては、暗中
模索の状況が続いている。 
 学習障害児においては様々な認知面にお
ける偏りが原因となっていることが多い。
最近このような認知面の偏りとして聴覚認
知あるいは聴覚処理に問題を有する児、す
なわち通常の耳鼻科で行われるような純音
聴力検査においては正常であるにも関わら
ず、日常での聞き取りや聴覚的認知に問題
を有する児が報告されている。このような
児について、欧米では聴覚処理障害
（auditory processing disorder ; 以下
APD）児として近年多くの報告がなされてい
る（Bellis & Ferre,1999）が、我が国では
学習障害児の聴覚認知に問題のあるサブタ
イプとして分類されているのが現状である。 
 APD はさらに、以下の図に示す 3つのタ
イプに分類されるが、臨床的な観察評価の
みで分類することはかなり難しい。何故な
らば、聴覚的認知は聴覚以外の認知プロセ
スたとえば注意の持続、あるいは軽度の知
的障害などにより影響を受けるからである
（Chermak, Hall & Musiek, 1999）。このよ
うな原因の違いについての明確な評価は障
害を理解する上で、また指導方法を検討す
る上で重要なことである。 
 これまでの欧米の APD 研究を整理すると、
以下のことがいえる。 
・APD とは単一の障害ではなく、聴覚的認
知様式あるいは処理様式の一部が障害され、
他の軽度発達障害が様々なレベルで合併し
た児の総称である。 
・APD 児は、聞き取りの問題を有するため、
聞き返し、聞き誤り、聴覚的理解困難、聴
覚的記憶の低下、言語発達の遅れなど、あ
たかも聴覚障害児に類似した行動および発
達様式を示す場合が多い。 
・APD 児の指導にあたっては、聴覚障害を
専門としている聾学校や難聴学級の教員の
専門性を生かすことができる。 
 ところでこれまで学習障害児への対応は
通常学級の教員あるいは言語障害児学級、
特別支援学級の教員が対応してきたのが現
実であろう。学習障害の範疇に含まれてい
た APD は、おそらくは軽度発達障害と聴覚
障害の双方の性質を有する障害といえる。
筆者は、聴覚障害を専門としながら併せて
神経心理学や発達障害についての専門性を
有する専門家によるアプローチの有効性を
考え、本研究課題を申請するに至った。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、まずこれまでの欧米でおこ
なわれてきた APD 研究について文献的な検
討をおこない、この分野における混乱につ
いて整理を試みる。 
 次に教育現場において聞き取りの困難を
もつ児に対し、軽度発達障害児に対する専
門的知識を有する教員と聴覚障害児に対す
る専門的知識を有する教員により、聞き取
り困難児のスクリーニングおよび評価方法
を開発することにより、聞き取り困難の状
態像を分析し、欧米で用いられている APD
チェックリストにより何がわかるのかにつ
いて明らかにする。 
 また、音響心理学的検査として、言語発
達 の 問 題 の 影 響 を 受 け に く い gap 
detection test（以下 GDT）を児童用に開
発し、適用を試みる。 
 
３．研究の方法 
 
（1）文献研究 
 従来欧米でおこなわれてきた APD研究に関
する文献や我が国でのこれまでの研究につ
いて整理し、APD 研究において混乱している
問題やその原因について明らかにする。 
 
（2）APD スクリーニングチェックリストの
作成と適用 
①目的：APD スクリーニングチェックリス
トを、諸外国で使用されている Fisher's 
Checklist（Fisher，1985）、CHAPS（Smoski 
et al，1998）、SIFTER（Anderson，2004）、
APDQ（Lohr-Flanders，2006）を参考に
質問項目を抽出し、小学校低学年に配
布し、APD 児のスクリーニングを試験的
におこなう。 
②対象：小学校 1年生〜6年生まで 2県 30
学級の児童 
③方法：担任教員による観察に基づくチェ
ック 
 
（3）児童用 GDT の開発 
①GDT の作成 
※この音響心理検査はノートパソコン
に取り込んだ音響刺激を、被検児の注意
集中の状態をみながら適切なタイミン
グで呈示することができる。また呈示音
圧はオージオメータを介して制御する
ことができる。 
②対象：APD スクリーニングチェックリス
トにより、APD の疑いが指摘される小学
校低学年児童 
③手続き：静穏な教室（放課後などを利用）
にて適応型 UP-DOWN 法でおこなう。 
 
４．研究成果 
 
（1）文献研究 
 筆者は、片側中枢聴覚系機能障害に関する
研究、片側中枢聴覚系機能障害における聴性
中間潜時反応、片側中枢聴覚系機能障害にお
けるノイズ競合検査、そして auditory 
neuropathy 研究について考察し、APD の状態
像は、片側中枢聴覚系機能障害や auditory 
neuropathy に類似していることなどから、医
学的な原因は様々であること、従来の APD 検
査では、状態像は把握できても医学的な根拠
に基づいた診断はできず、今後医学生理学的
な基礎研究に基づく根拠により実証してい
くことが重要であるという結論に至った。 
 小渕は、APD の定義、出現率、評価方法、
他の発達障害との鑑別などについて、文献的
に検討した結果、発達障害による聞き取り困
難などの類似した状態像との鑑別、診断方法
の確立が必要であるという結論に至った。 
 太田は、聴覚情報処理障害の用語と定義に
関する論争についての絶えない議論につい
て整理を試み、言語、認知などの聴覚以外の
認知的障害の影響について整理することが
重要であるという結論に至った。 
 以上の文献研究から共通していえること
は、APD は一部でいわれているほど確立した
障害ではなく、まだまだ基礎研究が重要であ
り、聴覚情報処理テストの乱用や拙速な判断
は、混乱を招く危険をはらんでいるというこ
とである。 
 
（2）APD スクリーニングチェックリストの
作成と適用 
 小学校 1年生から 6年生の児童 882 人につ
いての結果について、因子分析をおこなった
結果、「聴覚的な注意」、「低冗長性」、「識別」、
「記憶」の 4つの因子が抽出され、この結果
に基づいて、新たなチェックリスト（試案）
を作成した（以下）。 
 
①聴覚的な注意に関する項目 
１．ザワザワしたところや音が響くよ
うなところでは、話し手に注意を
向けることが難しい。 
２．騒音のない静かなところでも話し
手に注意を向けることが難しい。 
３．話を聞いている時、注意がそれや
すく、聞き続けることが難しい。 
②低冗長性に関する項目 
４．早口で話したり発音が少し不明瞭
だったりすると、聞き取ったり、
理解することが難しい。 
５．電話での会話が難しかったり、ラ
ジオや校内放送などスピーカーの
音を聞き取ることが難しい。 
６．聞き取ったり理解するために、ゆ
っくり、はっきり話す必要がある。 
③聴覚的識別に関する項目 
７．騒音のない静かなところで話に注
意を向けていても、聞き間違いや
聞き返しが多い。 
８．聞いたことをすぐに復唱させると、
発音の似た言葉と間違えたりして、
復唱することが難しい。 
９．騒音のない静かなところで話に注
意を向けていても、聞き取り理解
することが難しい。 
④聴覚的な記憶に関する項目 
10．少し前に聞いたことを思い出せな
いことがある。 
11．聞いて覚えることが苦手で、繰り
返して話す必要がある。 
12．数字や単語、短文など、聞いてす
ぐに復唱できるが、時間をおくと
（30 分～１時間後くらい）思い出
せないことがある。 
 
 ただし、このチェックリストの使用によ
り、聞き取り困難の状態像は把握できるが、
原因として、発達障害特有の注意、記憶、
言語などの問題によるものかどうかにつ
いては、判断できないといえる。 
 
（3）児童用 GDT の開発と適用 
 適応型 GDTを質問紙や担任からのアンケー
トによって、きこえについて何らかの問題が
あるが、純音聴力には顕著な障害のない児童
（きこえとことばの教室児；APD-suspect）
および統制群（一般学級小学生）についてお
こなった場合の gap弁別域は以下の図のよう
になった。 
 
 本研究結果では、APD-s 群は非常にばらつ
きが大きく、検査に対する注意集中力の問題
が顕著であるという結果であった。これらの
児については、APD 児なのか、軽度発達障害
によるものかについての判断はできなかっ
たが、少なくとも本 GDT が児童に適用可能で
あることがわかった。今後さらなる改良およ
び検討が必要であるという結果となった。 
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